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警視庁は、企業やアカデミアの皆様とともに、技術情報の流出を防ぐ
取組を進めてまいります。
気になることがある方やセミナーの開催を要望される方は、下記まで
お気軽に御連絡ください。

警視庁経済安全保障ニュース
【ＭＰＤ・ＥＳ‐Ｎｅｗｓ】

課長！大阪・関西万博に行ってきます！

最新技術のパビリオンを見てきます！

いろんなブースを回って勉強してきます！

行ってらっしゃい。

秋の展示会の参考になるでしょうから、いいブース

があったら教えてください。

展示会や学会は、部外者と交流する絶好の機会である一方で、技術情報の

流出につながりかねない不審なアプローチを受ける可能性もあります。

○開発の成果をよく見るのと同じように、「相手」を見てみましょう。

○共同研究や技術提供については、慎重に検討するとともに、関係部門に

情報共有しましょう。不審に感じることがあれば関係機関に相談しましょう。

○ささいなことでも、上司や同僚に共有・相談しましょう。

身近に潜む危険性を認識して、上司や同僚と情報を共有しながら、大切な

技術情報を守りましょう。

過去には、講演会で出会った相手から

◆業務時間外に１対１で会いたいと、何回も連絡を受けた

◆ある分野に詳しい研究者について、執ように質問された

◆未公表のデータを求められた

など、不審なアプローチを受けた事例もあります。

例：企業


